
























































































































































































































れ ,π , とおくと，同部門の利潤
最大化行動により，以下を得る。
(2-5) ＝ ,









































































－ ,－ ＋ηπ ,.
ゆえに，家計が直面する最適化問題は，改めて
以下（P）のように記すことができる。
(P) max αlog ,

















(2-16) ＝ ρ－ ,




























(2-21) ,exp－ μ μ















































(2-23) lim , exp－ μ μ＝0.
（証明）最適化の必要条件（2-19）より，
,＝ ,
＝ ,exp－ μ－ρ μ
が得られる。これにより，






, 及び人的資産 , との間に，以下（2-
24a）が成立する。












































資産 ,，人的資産 , 及び製造業製品の




(2-26a) ＝ , ,
(2-26b) ＝ , ,
(2-26c) ＝ , ,


















＝ ,exp－ μ μ
が得られるが，積分の順序を変えることにより，

































































































(2-39) π ＝ ,































































































































































































































＋ －ρ －αρ1＋ ＋
＝ － －φ .
定理3-2 定常的成長均衡における 及び
は，それぞれ，以下のように求められる。


































































ただし，Γ及びΓ は，Γ , をそれぞれ




















また，Λ 及びΛ は，Λ , をそれぞれ


































(3-36) det ＝ ρ φ
と計算されることから，（3-34）がしたがう。次
に，（3-32a）及び（3-33b）より，






































































資本の水準 , 及び地価 が一
定率 ＝［（3-12）］で成長する。このとき，（2-


























































(4-2a) ＝ ＝ 0 ,
(4-2b) ＝ ＝ 0
であるが，このうち， 0 は，歴史的に与え

















lim ＋ － －


































































































































lim ,＝ 0 lim ,
＝0.
3) Leibnitz’s Ruleとは， ＝ , と
おくと，
(a-3)







この（a-3）において，α ＝－∞,β ＝ ，ま
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＋ 1＋ ＋ －ρ
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